
●幼小中一貫教育の推進
中学校区ごとの経営計画作成、運営体制の整備

幼小中一貫教育の実施に向けた保護者等への情報提供

●小学校学力向上対策事業

【新】全小学校３年生～５年生対象「漢字検定」・「算数検定」を実施

●英語教育の推進
「英検チャレンジ」「イングリッシュ・ディキャンプ」

●ＩＣＴを活用した教育の推進

学習ソフト等を活用した新しい学びのスタイルの検証、タブレット型端末の導入

●児童生徒と向き合うための人員支援の充実
「特別支援学級等支援員」「外国人児童生徒サポーター」

「【新】スクールサポートスタッフ」など

●地域と連携した教育の推進
「しずおか寺子屋創出事業」など

●（仮称）袋井南認定こども園の整備
2022年４月の開園に向けた準備

●上田町グランド機能移転整備の推進

●放課後児童クラブの担い手充実
支援員の確保、質の向上

●安心・安全・快適な教育環境整備
幼小中学校エアコン整備、トイレの洋式化、浅羽中学校の大規模改修

●エコパドリームプロジェクトの推進【再掲】

自動運転等実証実験

●キャッシュレス環境整備の促進【再掲】
クレジット決済等への導入支援

●就労環境の充実
合同企業説明会、地元企業見学バスツアーの開催

【新】「地方創生移住支援事業」

●「ふくろいTaskAruネットワーク」
マッチング効果検証

●農産物販路拡大事業【再掲】

大型イベント時の農産物販促 など

●観光振興
遠州三山の季節と連動したイベント開催

遠州三山・駅周辺のライトアップ

●農業振興
【新】新規就農者・担い手育成支援

経営基盤強化に向けた法人化支援

●大会の機運醸成事業

【新】2019人ラグビー“キック”チャレンジ事業

【新】2019人ラグビー“トライ”チャレンジ事業

●「おもてなしゾーン」運営支援事業

●袋井産農産物販路拡大事業

大型イベント時の農産物販促 など

●ふくろい版ホームステイの実施

●愛野駅周辺店舗等地域活性化事業
愛野駅周辺店舗等の地域活性化事業

●世界に向けた魅力発信事業

【新】スーベニアフォトブック（電子版含む）

●ラグビーワールドカップ小中学生観戦奨励事業

県主催事業に関連し、児童・生徒の安全対策など

●Ｗｉ－Ｆｉ環境の充実

Ｗｉ-Ｆｉスポットの設置

●キャッシュレス環境整備の促進

クレジット決済等への導入支援

●多言語案内表示看板の整備事業

●愛野メモリアルロードの整備

平成31年度 主要事業（重点施策別）

２「質の高い教育」の実施

●新規事業

●拡充事業

●ＩＣＴを活用したまちづくり

【新】ＡＩを活用した住民対話型問い合わせサービス

【新】ＩｏＴによる地域見守りシステムの実証実験

●Ｗｉ－Ｆｉ環境の充実【再掲】
Ｗｉ-Ｆｉスポットの設置

●ＲＰＡシステムの導入
事務作業自動化に向けた導入

●「エコパドリームプロジェクト」の推進
自動運転等実証実験

●ＩＣＴを活用した教育の推進【再掲】
学習ソフト等を活用した新しい学びのスタイルの検証

タブレット型端末の導入

４ ＩＣＴ活用によるまちづくり

※同一事業が複数の施策において掲載されている場合が

あります。

５ 市内産業の活性化

１ 「ラグビーワールドカップ２０１９」を活かしたまちづくり

●まちの国際化の推進

市民の英語力向上、外国人との交流事業

【新】外国籍職員の採用

●多文化共生のまちづくり
多文化共生講演会、生活オリエンテーション動画の作成

外国人市民との意見交換会 など

●ふくろい版ホームステイの実施【再掲】

●外国人児童生徒への支援
外国人児童生徒サポーターの充実【再掲】

外国人園児への早期支援 など

●多言語案内表示看板の整備事業【再掲】

●手話言語の啓発

●ワーク・ライフ・バランスの推進

●多様性を活力とするまちづくり
若者・高齢者・障がい者・外国人市民など、様々な方々との

地域での意見交換

３ 多様性を活かしたまちづくり
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●幼小中一貫教育の推進
中学校区ごとの経営計画作成、運営体制の整備

幼小中一貫教育の実施に向けた保護者等への情報提供

●小学校学力向上対策事業

【新】全小学校３年生～５年生対象「漢字検定」・「算数検定」を実施

●英語教育の推進
「英検チャレンジ」「イングリッシュ・ディキャンプ」

●ＩＣＴを活かした教育の推進

学習ソフト等を活用した新しい学びのスタイルの検証

タブレット型端末の導入

●児童生徒と向き合うための人員支援の充実
「特別支援学級等支援員」「外国人児童生徒サポーター」

「【新】スクールサポートスタッフ」など

●地域と連携した教育の推進
「しずおか寺子屋創出事業」 など

●（仮称）袋井南認定こども園の整備
2022年４月の開園に向けた準備

●上田町グランド機能移転整備の推進

●放課後児童クラブの担い手充実
支援員の確保、質の向上

●安心・安全・快適な教育環境整備
幼小中学校エアコン整備、トイレの洋式化、浅羽中学校の大規模改修

●大会の機運醸成事業
【新】2019人ラグビー“キック”チャレンジ事業

【新】2019人ラグビー“トライ”チャレンジ事業

●「おもてなしゾーン」運営支援事業

●愛野駅周辺店舗等地域活性化事業

愛野駅周辺店舗等の地域活性化事業

●ふくろい版ホームステイの実施

●2020東京オリンピック・パラリンピック事業

アイルランド訪問、市民の機運醸成

●総合体育館整備事業
12月のプレオープンに向けた利活用の検討

●ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰを拠点とした健康づくりの推進
まちづくり協議会と連携した、出張保健センターの充実、地域の健康促進

●企業の健康経営の支援
「#2961ウオーク」を活用した企業の健康推進

●「こころの健康」の推進

ゲートキーパーの養成充実

●妊産婦支援の充実

産後ケア、産婦健康診査の助成、風しん予防接種の実施

●袋井駅南まちづくり事業
袋井駅南都市拠点土地区画整理事業・メディカル地区・商業地区の事業推進

●歩いて楽しいまちづくりの推進
田端東遊水池公園、（仮称）田端自歩道１号線などの整備

●空き家対策事業
【新】「ふくろいすまいの相談センター」の設置

●街路整備事業
山梨中央通り線・袋井駅森線・諸井山の手線・田端宝野線

●上水道事業・下水道事業の経営の安定化と施設整備の推進

【新】「水道料金等懇話会」の設置

●公共交通の維持
児童送迎バスや停留所型デマンドタクシーの導入

市民・交通事業者・行政が連携したスクラム型地域公共交通を目指した取組

●一般家庭への新エネルギー機器の導入促進
蓄電池などの導入促進による「スマートライフ」の推進

【新】再生可能エネルギー発電設置に関する条例の制定

●ラグビーワールドカップ2019開催に向けた取組

多言語案内表示看板の整備事業

愛野メモリアルロードの整備

Wi-Fiスポットの設置

●「エコパドリームプロジェクト」の推進
自動運転等の実証実験

●企業誘致
【新】「土橋地区」工業用地開発に係る詳細調査、「小笠山山麓開発」

●キャッシュレス環境整備の促進

クレジット決済等への導入支援

●就労環境の充実

合同企業説明会、地元企業見学バスツアーの開催

【新】「地方創生移住支援事業」

●「ふくろいTaskAruネットワーク」

マッチング効果検証

●市内商業の活性化

個店セミナー・スタンプラリーの実施

●JR袋井駅北口市有地の活用促進

どまんなか袋井まちづくり（株）の取組支援

●観光振興事業

遠州三山の季節と連動したイベント開催

遠州三山・袋井駅前周辺等のライトアップ

●農業振興事業

【新】新規就農・担い手育成支援、経営基盤強化に向けた法人化支援

●大規模災害への対策
建物の耐震化、家具固定、ブロック塀の撤去 など

●外国人市民への防災啓発
防災知識の啓発、【新】ハザードマップの多言語化

●地域防災力の強化
地域の実情に応じた防災訓練等の推進体制づくり

若者世代や外国人市民など、全ての市民が参加する環境づくり

●袋井幸浦の丘プロジェクトの推進
地域の賑わいづくりの創出

●原子力災害時広域避難計画の推進

●袋井消防庁舎・袋井市防災センターの整備

建設工事の推進、2020年４月の開署に向けた移転準備

●災害時における停電対策・断水対策

給水車の配備など

●治水対策事業
松橋川・油山川の河川改修、校庭貯留施設整備

●洪水対策

【新】ハザードマップの配布、説明会や講演会の開催

【産業振興】活力みなぎる 都市づくり

【教育・子育て】子どもが輝く 人づくり 【スポーツ・健康福祉】誰もが活躍できる 人づくり

【都市基盤】未来を先取る 都市づくり 【防災】安全と共生の都市づくり

【分野別重点取組】

平成31年度 施政方針

～”多様性”を強みとするまち～

●まちの国際化の推進

市民の英語力向上、外国人との交流事業、【新】外国籍職員の採用

●多文化共生のまちづくり

多文化共生講演会、生活オリエンテーション動画の作成

外国人市民との意見交換会 など

●コミュニティセンターを拠点とした地域づくり
「特色ある地域づくり事業交付金」を活用した地域づくり

【新】LINE＠を活用した情報発信

●袋井西コミュニティセンター整備事業

建設工事・2020年度の開館に向けた準備

●手話言語の啓発
手話教室の開催

●ワーク・ライフ・バランスの推進

意識啓発セミナーの実施

●多様性を活力とするまちづくり

若者・高齢者・障がい者・外国人市民など、様々な方々との

地域での意見交換

●ICTを活用したまちづくり

【新】AIを活用した住民対話型問い合わせサービス

【新】IoTによる地域見守りシステムの実証実験

【市民力・地域力】多様性を認め合う 地域社会づくり

【重要施策】
１ 「ラグビーワールドカップ２０１９」を活かしたまちづくり

２ 「質の高い教育」の実施

３ 多様性を活かしたまちづくり

４ ＩＣＴ活用によるまちづくり

５ 市内産業の活性化

【市政運営の基本方針】

国籍や固定観念にとらわれず、市民同士が柔軟な姿勢で互いの良いところ

を受け入れること、異なる分野がＩＣＴなどを積極的に取り入れ融合する

こと、多様化する社会を自らの力で生き抜く人材を育成することは、人や

まちの成長において大きな力となります。こうしたことから、「“多様

性”を強みとするまち」を目指し、市民の皆様をはじめ、地域、市民団体、

企業、大学などと連携し取り組みます。
●新規事業

●拡充事業


